
こ
の
春
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
を
5

類
感
染
症
と
な
り
、
理
容
組
織
の
団
結
力
に

よ
る
優
れ
た
衛
生
管
理
で
更
な
る
感
染
対
策

を
推
進
し
て
頂
き
た
い
、
社
会
経
済
活
動
が

本
格
化
す
る
中
で
、
我
々
理
容
業
界
も
業
績

の
回
復
を
果
た
す
こ
と
に
努
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
当
組
合
も
未
来
を
見
つ
め

た
事
業
展
開
を
図
っ
て
い
く
決
意
で
ご
ざ
い

ま
す
。

本
年
度
よ
り
近
未
来
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
こ
う
い
う
事
が
一
つ
の
き
っ
か
け
と
な
っ

て
当
組
合
も
の
流
れ
が
変
わ
っ
て
い
き
、
次

へ
の
大
き
な
飛
躍
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

現
在
の
業
界
動
向
、
「
理
容
店
が
減
っ
た

だ
け
で
は
な
く
理
容
師
の
志
望
者
も
減
少
」

「
固
定
客
比
率
の
高
さ
は
理
容
店
の
強
み
」

「
接
客
・
衛
生
・
消
毒
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
注
力
」
「
営
業
形
態
は
お
客
様
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
多
様
化
」
「
若
い
お
客
様
の
集
客
」

「
レ
デ
ィ
ス
客
の
獲
得
」
。

消
費
者
動
向
、
行
く
お
店
を
検
討
す
る
際
の

情
報
源
は
、
「
お
店
の
外
観
や
外
か
ら
見
え

る
中
の
様
子
」
や
「
口
コ
ミ
」
20
ー
40
代
男

性
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
やSN

S

を
活
用
、

「
衛
生
管
理
」
「
感
染
症
対
策
」
の
な
い
お

店
は
敬
遠
さ
れ
る
。

経
営
改
善
の
ヒ
ン
ト
、
理
容
業
は
、
「
衛
生

管
理
」
「
感
染
症
対
策
」
「
衛
生
講
習
会
」

を
組
合
店
は
全
面
的
に
お
客
様
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
。

理
容
師
の
技
能
と
接
客
力
等
、
人
的
資
産

が
中
心
の
た
め
、
生
産
性
向
上
が
難
し
い
業

種
で
す
。
一
定
の
質
を
保
っ
て
効
率
化
を
図

る
た
め
、
ス
タ
ッ
フ
の
技
能
向
上
、
作
業
手

順
や
備
品
・
器
具
の
日
々
の
見
直
し
に
も
熱

心
で
す
。
し
か
し
、
来
店
に
は
波
が
あ
り
、

リ
ピ
ー
タ
ー
の
確
保
、
椅
子
稼
働
率
の
向
上

等
、
来
店
客
の
増
加
や
客
単
価
の
ア
ッ
プ
を

課
題
と
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
お
店
の
経
営
改
善
の
ヒ
ン
ト
が
き
っ

と
見
つ
か
り
ま
す
。

「
お
店
の
個
性
化
で
利
用
客
増
を
目
指
せ
！
」

「
新
メ
ニ
ュ
ー
提
案
で
客
単
価
ア
ッ
プ
、
間

口
を
広
げ
客
数
増
へ
！
」
「
客
層
に
応
じ
た

来
店
促
進
策
の
使
い
分
け
！
」
「
業
務
効
率

化
を
実
現
！
」
「
訪
問
理
容
！
」
等

理
容
師
の
現
状
を
把
握
し
た
上
で
、
人
材

価
値
を
高
め
て
、
将
来
に
渡
っ
て
仕
事
が
で

き
る
よ
う
な
理
容
師
と
し
て
の
働
き
方
を
追

求
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

理
事
長
は
今
後
の
組
合
に
つ
い
て
危
惧
、

皆
様
か
ら
助
言
を
頂
き
将
来
の
組
合
の
為
に

今
何
が
で
き
る
の
か
幅
広
く
ご
意
見
を
お
聞

か
せ
頂
き
た
く
こ
の
近
未
来
検
討
委
員
会
発

足

令
和
５
年
７
月
３
１
日
、
第
一
回
近
未

来
検
討
委
員
会
会
議
（
未
来
検
討
会
）
、
中

村
理
事
長
を
座
長
と
し
て
今
年
度
か
ら
立
ち

上
げ
る
。
未
来
検
討
会
メ
ン
バ
ー
は
、
中
村

座
長
、
本
部
側
常
任
理
事
、
座
長
推
薦
か
ら
、

青
年
部
長
今
西
正
樹
氏
、
女
性
部
長
白
山
功

子
氏
、
大
月
晴
彦
氏
、
青
木
尚
登
氏
、
勝
瀬

拓
也
氏
以
上
１
０
名
、
会
議
議
事
は
、
①
組

合
員
減
少
に
つ
い
て
②
今
後
の
組
合
活
動
に

つ
い
て
③
そ
の
他
、
会
議
の
冒
頭
で
座
長
は

み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
今
後

の
課
題
と
し
て
、
今
組
合
と
し
て
何
が
で
き

る
の
か
、
組
合
の
未
来
に
向
け
何
が
課
題
を

話
し
合
っ
た
。

ご
意
見
を
聞
か
せ
て
頂
き
、
今
組
合
で
何

が
で
き
る
の
か
こ
の
課
題
に
つ
い
て
理
事
会

等
で
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

座
長

中
村

修
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奈
良
支
部

杉
森

紀
夫

こ
の
度
新
し
く
奈
良
県
講
師
会

会
長
に
就
き
ま
し
た
奈
良
支
部
の

杉
森
紀
夫
で
す
。

今
年
度
よ
り
支
部
講
習
も
幅
広

く
な
り
そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
、

そ
れ
ぞ
れ
講
師
個
々
の
技
能
を
駆

使
す
る
と
共
に
講
師
会
全
体
と
し

て
も
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
し
て
い
き
、

喜
田
教
育
部
長
や
各
支
部
の
教
育

部
長
、
青
年
部
、
女
性
部
な
ど
色
々

な
方
々
と
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
を
出

し
合
い
な
が
ら
今
ま
で
か
ら
の
継

続
す
る
べ
き
所
と
、
こ
れ
か
ら
新

し
く
進
め
て
行
く
べ
き
事
柄
を
し
っ

か
り
見
極
め
な
が
多
く
の
組
合
員

の
方
々
と
向
き
合
え
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ま
す

ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
心
よ
り
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
去
る
３

月
31
日
を
も
ち
ま
し
て
奈
良
県

講
師
会
を
定
年
退
会
い
た
し
ま
し

た
。
我
々
椋
本
・
吉
村
・
山
下

が
在
職
中
は
皆
様
に
ひ
と
か
た
な

ら
ぬ
お
世
話
に
な
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
永
い
歳
月
大

過
な
く
勤
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
の
も
ひ
と
え
に
皆
様
の
ご
厚
情

の
お
か
げ
と
深
く
感
謝
致
し
て
お

り
ま
す
。
何
と
ぞ
今
後
と
も
奈
良

県
講
師
会
共
々
ご
厚
誼
の
ほ
ど
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
は
略
儀
な
が
ら
書
中
を

持
ち
ま
し
て
お
礼
か
た
が
た
ご
挨

拶
申
し
上
げ
ま
す
。

奈
良
県
理
容
組
合
講
師
会
長
就
任
に
あ
た
り

定
年
退
会

椋
本
浩
司
・
吉
村
英
樹
・
山
下
祥
元

事業承継･引継ぎ支援センター
中小企業においては所有（株式等の持ち分）と経営（事業遂行）が一体（株主＝経営者）と
なっていることが殆どですので、所有と経営それぞれをどのように承継するかしっかりと検
討する必要があります。
事業承継の方法は、大きく分けると「親族内への承継」または「従業員への承継」「社外企
業・外部人材への引継ぎ（M&A）」の3種類しかありません。 その方法を具体的に検討す
るためには、まず「誰に承継するか」を明確にすることが先決です。 何故なら、「親族へ
の承継」と「従業員への承継」、さらに「外部へのＭ＆Ａ」とでは、それぞれに取るべき対
策が異なるからです。
事業承継は100％の経営者が初めて直面する最後の大仕事ですので、何から手を付けてどの
ように進めれば良いのか全く分からなくて当然です。 後で後悔しないためにも、そういう
時は奈良県事業承継・引継ぎ支援センターへご連絡下さい。
｢事業承継･引継ぎ支援センター｣ は、国が設置する公的相談窓口です。
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組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
青
年
部

の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

畿
青
年
部
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
開
催

近
畿
青
年
部
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
が
6
月
19

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
奈
良
県
チ
ー
ム
は

持
ち
前
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
日
ご
ろ
の
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
て
総
合
3
位
の
成
績
と
な

り
ま
し
た
。
各
府
県
の
参
加
者
は
来
年
度
の

開
催
を
互
い
に
約
束
し
あ
っ
て
閉
幕
と
な
り

ま
し
た
。
参
加
者
に
も
怪
我
な
く
無
事
に
終

え
ら
れ
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

フ
ッ
ト
サ
ル
チ
ー
ム
に
は
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
フ
ッ
ト
サ
ル
を
体
験
し
た
い
、

ご
興
味
の
あ
る
方
は
各
支
部
青
年
部
長
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
練
習
会
の
ご
案
内

を
い
た
し
ま
す
。

シ
ゲ
ル
シ
ャ
ン
プ
ー
1
万
本
達
成
！

シ
ゲ
ル
発
売
か
ら
5
年
で
総
製
造
本
数
1

万
本
達
成
し
ま
し
た
。
シ
ゲ
ル
を
取
り
扱
っ

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
青
年
部
で
は
シ
ゲ
ル
シ
ャ
ン
プ
ー

1
万
本
達
成
を
記
念
し
ま
し
て
シ
ゲ
ル
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
い
た
し

ま
す
。
ニ
ュ
ー
デ
ザ
イ
ン
は
現
在
作
成
中
で

す
。
納
品
時
期
は
未
定
で
す
が
決
定
し
ま
し

た
ら
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

シ
ゲ
ル
を
扱
っ
た
こ
と
の
な
い
方
も
こ
れ
を

機
に
シ
ャ
ン
プ
ー
を
お
試
し
い
た
だ
い
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
お
客
さ
ま
に
喜
ば
れ
る

押
し
付
け
な
い
販
促
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

製
造
本
数
1
万
本
を
記
念
し
て
、
業
務
用
サ

イ
ズ
も
限
定
復
活
生
産
し
て
い
ま
す
。
シ
ャ

ン
プ
ー
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
青
年
部

ま
で
。

青
年
部
企
画
参
加
者
募
集
！

7
月
10
日
に
開
催
さ
れ
た
近
畿
理
容
競
技

大
会
に
て
、
近
畿
青
年
部
と
し
て
こ
れ
ま
で

の
青
年
部
活
動
を
紹
介
す
る
展
示
を
行
い
、

来
場
さ
れ
た
大
勢
の
方
に
ご
覧
に
な
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
奈
良
県
青
年
部
も
近
畿
大

学
経
営
学
部
中
谷
ゼ
ミ
の
協
力
で
行
っ
て
き

た
コ
ラ
ボ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
し
ま
し
た
。

就
活
ヘ
ア
を
は
じ
め
、
シ
ゲ
ル
シ
ャ
ン
プ
ー
、

ヘ
ッ
ド
ス
パ
メ
ニ
ュ
ーSU

ZA
K
U

な
ど
様
々

な
商
品
や
メ
ニ
ュ
ー
を
生
み
出
し
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
も
○
○
年
に
な
り
ま
す
。
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー

や
商
品
を
お
客
さ
ま
も
巻
き
込
ん
で
一
緒
に

作
っ
て
い
く
商
品
は
あ
な
た
の
サ
ロ
ン
の
価

値
を
高
め
、
お
客
さ
ま
と
の
信
頼
関
係
を
よ

り
深
め
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
青
年
部
に
入
っ

て
い
な
く
て
も
、
1
年
だ
け
、
ひ
と
つ
の
商

品
だ
け
の
参
加
で
も
可
能
で
す
。

組
合
員
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
特
別
な
体
験
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ご
興
味
あ
り
ま
し
た
ら

ぜ
ひ
青
年
部
長
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

２
０
１
６
年
就
活
ヘ
ア

11
都
県
参
加

２
０
１
８
年
シ
ゲ
ル
シ
ャ
ン
プ
ー

1
万
本
販
売
（
２
０
２
３
年
時
点
）

２
０
２
０
年

ヘ
ッ
ド
ス
パSU

ZA
K
U

２
０
２
２
年SD

G
s
B
arbers
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青
年
部
だ
よ
り

令
和
５
年
７
月
１
０
（
月
）
、
近
畿
地
区

協
議
会
（
中
村
修
会
長
）
は
、
近
畿
地
区
協

議
会
講
師
連
盟
（
根
津
英
和
会
長
）
の
実
行

担
当
の
も
と
、
近
畿
地
区
協
議
会
事
業
部
の

協
賛
を
え
て
、
第
６
３
回
近
畿
理
容
競
技
大

会
を
京
都
パ
ル
ス
プ
ラ
ザ
（
京
都
市
伏
見
区
）

に
て
開
催
し
ま
し
た
。

大
会
は
１
１
時
０
０
分
、
役
員
・
近
畿
７
府

県
の
選
手
団
が
席
に
着
い
た
後
、
厳
か
に
開

会
式
が
始
ま
り
、
安
藤
一
男
大
会
副
委
員
長

の
開
会
宣
言
、
中
村
大
会
委
員
長
の
挨
拶
、

根
津
英
和
実
行
委
員
長
の
挨
拶
、
祝
電
披
露

が
行
わ
れ
た
。

次
に
、
昨
年
度
大
会
優
勝
者
よ
り
優
勝
旗

の
返
還
並
び
に
レ
プ
リ
カ
の
贈
呈
が
行
わ
れ

た
。

そ
の
後
、
喜
田
芳
弘
審
査
委
員
長
よ
り
審

査
方
針
説
明
が
行
わ
れ
た
後
、
第
1
回
目
競

技
開
始
は
１
１
時
５
０
分
よ
り
、
選
手
た
ち

は
近
畿
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
目
指
し
て
日
頃
の

鍛
錬
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

第
３
部
門
で
奥
敏
夫
（
奈
良
県
）
優
勝
と
い

う
成
績
を
残
し
た
。

近
畿
地
区
協
議
会
事
業
部
の
協
賛
を
え
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
た
め
無
観

客
で
開
催
を
し
て
き
た
本
大
会
は
、
４
大
会

ぶ
り
に
有
観
客
と
な
り
、
会
場
出
入
り
口
の

ホ
ワ
イ
エ
で
は
近
畿
協
議
会
事
業
部
の
協
力

企
業
に
よ
る
出
展
ブ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
る
な

ど
、
コ
ロ
ナ
前
の
に
ぎ
わ
い
が
戻
り
つ
つ
あ

る
大
会
運
営
と
な
り
ま
し
た
。

有
観
客
開
催
と
な
っ
た
大
会
で
す
が
、
大
会

役
員
と
一
般
観
戦
者
の
ブ
ー
ス
が
分
け
ら
れ

る
な
ど
、
依
然
と
し
て
厳
格
な
感
染
症
対
策

も
図
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
来
場
で
き
な
い

観
戦
者
に
対
し
て
はY
ouTube

に
よ
る
ラ

イ
ブ
配
信
も
さ
れ
ま
し
た
。
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中村会長より優勝旗受け取る奥選手

中村 修 大会委員長 挨拶（近畿地区協議会会長）

安藤一男大会副委員長の開会宣言

喜田 審査委員長より審査方針の説明奥選手作品

「
第
63
回
近
畿
理
容
競
技
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た

奈良県大会役員様お疲れ様でした

奥選手作品



女
性
部
長

白
山

功
子

２
０
２
３
年
に
な
り
、
最
近
で
は
色
々
な

と
こ
ろ
で
規
制
緩
和
さ
れ
て
、
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

女
性
部
も
徐
々
に
活
動
さ
せ
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
私
た
ち
女
性
部

も
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
と

生
徒
さ
ん
た
ち
に
体
験
し
て
も
ら
い
生
徒
た

ち
に
も
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
の
か
な

と
思
い
ま
す
。
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昨
年
度
に
続
き
６
月
５
日
、
講

師
会
と
女
性
部
合
同
で
、
河
合

第
二
中
学
校
に
て
理
容
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
行
い
ま
し
た

前
半
の
理
容
体
験
ゲ
ー
ム
で
は1

チ
ー
ム
５
～
６
人
で
１
０
の
グ

ル
ー
プ
に
分
け
、
店
長
を
決
め
、

そ
れ
か
ら
店
名
・
営
業
時
間
・

定
休
日
な
ど
を
決
め
、
さ
ら
に

お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー
や
カ
ッ
ト

料
金
を
設
定
し
最
後
に
各
自
の

給
料
を
決
め
て
も
ら
い
月
間
利

益
を
競
い
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
２
回
目
と
い
う
事
も

あ
り
、
１
２
チ
ー
ム
中10

チ
ー

ム
が
黒
字
経
営
で
、
交
代
で
休

み
を
取
っ
た
り
、
シ
フ
ト
制
で

営
業
時
間
を
長
く
し
た
り
と
稼

働
時
間
を
長
く
す
る
工
夫
を
し

て
い
ま
し
た
。

生
徒
が
考
え
る
お
ス
ス
メ
メ
ニ
ュ
ー

で
は
、
担
当
者
に
よ
っ
て
金
運

や
恋
愛
運
が
上
が
る
「
開
運
カ
ッ

ト
１
６
，
０
０
０
円
」
や
、
店

員
の
気
分
次
第
な
「
お
ま
か
セ
ッ

ト
３
，
２
０
０
円
」
、
「
理
想

の
あ
の
人
に
瓜
二
つ
コ
ー
ス
３

０
，
０
０
０
円
」
（
な
り
た
い

人
の
髪
型
か
ら
メ
イ
ク
ま
で
完

璧
に
似
せ
て
く
れ
る
コ
ー
ス
）

な
ど
面
白
い
ア
イ
デ
ア
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
後
半
の
理
容
体
験

（
カ
ッ
ト
・
セ
ッ
ト
・
お
顔
そ

り
・
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
で

は
実
際
に
道
具
に
触
れ
、
さ
ら

に
講
師
と
会
話
を
し
な
が
ら
の

理
容
技
術
の
体
験
を
す
る
こ
と

で
理
容
業
の
意
義
や
楽
し
さ
を

体
験
し
て
も
ら
え
た
の
か
と
思

い
ま
す
。

若
い
世
代
の
働
く
こ
と
や
生
き

る
こ
と
へ
の
関
心
、
意
欲
の
低

下
が
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

少
し
で
も
理
容
業
に
対
す
る
理

解
を
深
め
、
理
容
業
の
実
像
を

つ
か
み
、
望
ま
し
い
勤
労
観
や

職
業
観
を
育
む
体
験
活
動
に
な

れ
ば
と
思
い
今
後
も
継
続
し
て

行
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

大
月
靖
彦

奈良県器具商組合

五
十
音
順

有
限
会
社

天

川

屋

〒
６
３
２
ー
０
０
１
７

天
理
市
田
部
町
二
十
三-

六

〇
七
四
三-

六
三-

五
六
三
四

小
栗

商
事

〒
６
３
３
ー
２
１
１
６

宇
陀
市
大
宇
陀
岩
室
七
三
二

〇
七
四
五
ー
八
三
ー
一
一
九
四

清
水
理
器
店

〒
６
３
５
ー
０
０
３
５

大
和
高
田
市
旭
南
町
一
ー
一
三

〇
七
四
五
ー
五
二
ー
三
二
二
八

理
容
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
河
合
第
二
中
学

理
容
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
河
合
第
二
中
学
女
性
部

共
済
部
長

喜
田
芳
弘

全
国
理
容
連
合
会
の
共
済
は
、
理
容
師
が

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
保
険
制
度
で
す
。

こ
の
共
済
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
万
が

一
の
事
故
や
病
気
、
怪
我
な
ど
に
備
え
、
そ

の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。理

容
師
の
職
業
は
、
日
々
多
く
の
お
客
様

に
接
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
職
業

病
や
事
故
の
リ
ス
ク
が
常
に
つ
き
ま
と
い
ま

す
。例

え
ば
カ
ッ
ト
中
に
手
を
切
っ
た
り
、
化

学
物
質
に
触
れ
化
学
熱
傷
を
負
っ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
職
業
病
と
し
て
、
肩
こ
り
や
腰
痛
が

発
生
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
リ
ス
ク
に
備
え
る
た
め
に
、
理

容
組
合
共
済
の
加
入
が
必
要
不
可
欠
と
な
っ

て
き
ま
す
。

理
容
組
合
共
済
に
は
、
様
々
な
保
険
が
用
意

さ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
個
人
賠
償
責
任
保
険
は
、
お
客
様

に
対
し
て
責
任
を
負
う
場
合
に
備
え
て
い
ま

す
。

団
体
生
命
共
済
や
療
養
補
償
共
済
は
、
職
業

病
や
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
て
い
ま

す
。

ま
た
、
火
災
保
険
も
用
意
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
他
様
々
な
保
険
が
加
入
で
き
ま
す
。

保
険
に
加
入
す
る
こ
と
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ス

ク
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
全
国
理
容
連
合
会
の
共
済
で
は
、
組

合
員
同
士
の
交
流
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
各
地
で
開
催
さ
れ
る
勉
強
会
や
研

修
会
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
技
術
の
向
上
は

も
ち
ろ
ん
、
情
報
交
換
や
交
流
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
組
合
員
同
士
で
の
情
報
共
有
も
行
わ

れ
、
そ
の
情
報
を
活
用
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
拡

大
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
組
合
員
に
な
る

こ
と
で
、
共
済
制
度
に
加
入
し
、
様
々
な
保

険
が
利
用
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
組
合
員
同

士
の
交
流
を
通
じ
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
発
展
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

全
国
理
容
連
合
会
の
共
済
に
加
入
す
る
こ
と

で
、
理
容
師
の
方
々
の
ビ
ジ
ネ
ス
発
展
に
貢

献
し
て
い
ま
す
。

平
素
は
、
組
合
運
営
、
活
動
と
政
治
連
盟

に
協
力
頂
き
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

４
月
の
統
一
地
方
選
選
挙
で
は
、
自
由
民
主

党
公
認
の
平
木
省
知
事
候
補
と
支
部
の
顧
問

の
先
生
方
も
頑
張
っ
て
頂
き
支
部
の
顧
問
の

先
生
方
は
当
選
し
て
頂
き
ま
し
た
が
残
念
な

が
ら
知
事
選
は
、
維
新
公
認
の
山
下
候
補
に

敗
れ
ま
し
た
。
平
木
知
事
候
補
も
組
合
員
様

の
協
力
を
頂
き
ま
し
た
を
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

全
国
理
容
連
合
会
（
国
庫
補
助
金
事
業
）

市
町
村
で
実
施
し
て
い
る
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ

等
の
購
入
費
助
成
（
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
支

援
事
業
）

３
年
～
４
年
前
か
ら
県
市
町
村
を
支
部
長
さ

ん
初
め
各
支
部
の
役
員
様
に
も
役
所
の
訪
問

し
て
頂
き
少
し
ず
つ
成
果
が
出
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
よ
り
奈
良
県
で
も
今
年
度
よ
り
ア
ピ

ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
の
助
成
金
、
県
よ
り
各
市
町

村
担
当
課
に
説
明
、
県
組
合
と
し
て
も
１
０

月
予
定
の
理
事
会
で
配
布
し
未
実
施
の
市
町

村
を
訪
問
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

7
月
末
現
在
で
実
施
さ
れ
て
る
、
市
町
村
は
、

五
條
市
、
三
郷
町
、
明
日
香
村
、
大
和
那
山

市
、
新
年
度
ま
で
に
実
施
さ
れ
て
た
て
い
ま

す
。今

年
度
よ
り
実
施
さ
れ
た
市
町
村
は
、
橿

原
市
、
桜
井
市
、
斑
鳩
町
、
安
堵
町
、
王
寺

町
、
河
合
町
、
高
取
町
、
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

申
請
に
関
し
て
は
各
市
町
村
の
担
当
課
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

実
施
さ
れ
て
い
る
市
町
村
、
支
部
で
は
お
客

様
に
周
知
し
て
頂
き
た
く
思
い
ま
す
。

政
治
連
盟
幹
事
長

安
藤

一
男
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全
国
理
容
連
合
会
の
共
済

ボランティア活動の一環として福祉施設等に車イスを寄贈する目標として空き缶のプルトップ回収
を行っています。 皆様のご協力をお願いいたします。奈良県理容生活衛生同業組合から社会福祉法
人奈良県社会福祉協議会へ車イスが寄贈されました。社会福祉法人奈良県社会福祉協議会では、小
中学校での福祉体験学習等を推進するために、広く県内への車イスの貸出を行っています。

組合からのお願い！！

収集するものアルミ製に限ります。 （スチール厳禁）⇒缶ビール、缶コーヒ・缶ジュース等のプルタブ
（プルトップ）（３～４回折り曲げると取れる）⇒缶詰の蓋（蓋はスチール製とアルミ製があります。
ご注意を！
アルミ表示を確認願います。
※回収できないもの（スプレー缶・スチール・等）に関しては組合か福祉部長 山下まで

政
治
連
盟
よ
り

■プルトップ・アルミ缶回収運動で車椅子を！！


